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第2章 工事の概要
2-1工事位置
豊丘村内では図2-1に示すとおり、発生土置き場または発生土仮置き場を整
備する。本書では計画が具体的になつた発生土置き場(本山)及び発生土置き場

(本山)仮置きヤードについて、環境保全にかかる計画を取りまとめた。なお、工事

前の状況については写真2-1及び写真2-2に示すとおりである。
発生土置き場(本山)へは、坂島非常口からの全て及び戸中非常口からの一部

のトンネル発生土を運搬する。な麓、肘 パ血嘉飛濾躁むヽで亀、本にOMや絲忘ヘ
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(本山)へ運搬するトンネル発生土及び 生土置き場(本山)の表土の仮置きヤー
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本工事の工事位置は下図のとおり
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第2章 工事の概要 本編P2-2

2-2工事の規模
発生土置き場(本山)

・面積  :約 85,000ぶ
・容量  :約 1,300,000m3(渕量量_1ょ囃hl:鍵ム遭鼈慶鐙墨軋釉ゞ主灘壼鐙釜
・最大盛土高 :約50m
・工事完了後の利用計画 :盛土造成後、植林、法面緑化を行う。

盛土造成後の管理は当社で行う。
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2-3工事の概要
口発生土置き場 (本山)及び発生土置き場 (本山)仮置きヤードにおける盛土計画

及び仮置き計画について、図2-2及び図2-3に示す。
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・発生土置き場(本山)及び発生土置き場(本山)仮置きヤードにおける流域の関

係を図2-5に示す。発生土置き場(本山)と発生土置き場(本山)仮置きヤードの

中間部には尾根が存在するため、発生土置き場(本山)及び発生土置き場(本

山)仮置きヤードからの放流先は異なる。なお、発生土置き場(本山)から放流す

る水はサースケ洞を経由し、発生土置き場(本山)仮置きヤードから放流する水

は萩野沢を経由し、それぞれ虻川に合流する。
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本工事の盛土計画は下図のとおり
平面図

断面図

A―A'断 面

で終化理理二様ヽ撻,i

一　
“
一一
一‐策一蛉
一‐鰻一膠
‐“
一額
一摯

疑性池

く)60 1を6   200
●暉」ロロ雌til:==::」 猿

(本図は自社測量成果物を用いている)

※今後の行政等との協議により変更となる可能性がある
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本工事の要対策土搬入計画は下図のとおり
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第2章 工事の概要 本編P2-9

(仮設堰設置、伐採工、

工

地下排水工・ トンネル発生上の搬入

盛土工 (発生土 )

盛土 (発生土)天端及び地山への境界層の敷設

※ 1

上 の

盛土工 (不溶化処理土 )

盛土工 (不溶化処理土)天端への境界層敷設

覆土 (発生土)の 施エ

植生エ

本工事の要対策土搬入における主な施工手順及び施工図は下図のとおり
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2-4工事工程

工事工程は下表のとおり
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※工程については、工事の状況等により変更となる場合がある。
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第2章 工事の概要 本編P2-10

2-5運搬に用いる車両の運行台数について

運搬に用いる車両の運行台数は下図のとおり。なお、坂島非常口からの発生

土運搬及び戸中非常口からの発生土運搬に伴う台数である。
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・台数は各期ごとの「月別日平均の最大値」を示している。
・台数は「往復」の台数である。
・2025年度上期までは実績、それ以降は2025年 10月 時点の計画であり、工事状況等により変更となる場合がある。 11
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3-3工事による影響を低減させるための環境保全措置
口工事による影響を低減させるため、本工事において実施する環境保全措置に

ついて、工事の内容や周辺の住居の状況を考慮し、以下の通り計画する。
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